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えてください。

心理学の楽しさのひとつには，

割と手軽に，非常に専門的なこと

を研究できることがあると思いま

す。本気になって取れないデータ

というのがあまりない。アイディ

ア・興味の勝負でいろいろなこと

ができると思うので，そういう部

分を大事にしていきたいと思って

います。好きな食べ物を食べる順

番などにある種の説明がつけられ

たら面白いじゃないですか。比較

的日常でみられるような疑問を，

もう少し実験に置き換えられるよ

うな形に変えて確かめてみるのが

いいのかなと今思っています。そ

れは既存の学術的な体系の中に位

置づけられるのではないかと思う

んです。

―日常の一場面を心理学の実験

として検討するうえでどんなこと

を重視していますか。

日常的に興味があることを煮詰

めていって実験室に落とし込むの

は大変です。私は，いくつか確立

されている実験方法と興味が結び

つくかと考えることが多いです。

ある程度学術的な背景がしっかり

したものに結びつけると，骨格は

決まってきます。方法論だけはき

ちんとしていれば，テーマはフレ

キシブルにできます。振り返って

みると，大学院時代は，研究方法

の哲学や統計法などをずっと学ん

でいた気がします。

―大学院時代に積み重ねてきた

ものは大きいですよね。

これはよくいわれますが，一年

経つごとに忙しさは増して減るこ

とはない。大学院時代に何をする

かが大事になってくるのではない

かと思います。振り返ると，いろ

いろな場所で研究できたのはよか

ったと思います。大学院生・ポス

ドクを経て，海外にも行きました。

研究の仕方・タイプから性格，ど

ういう研究が優れているかという
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■ 大久保先生へのインタビュー

―先生のご興味は，日常認知と

左右差とどちらも広いですが，ど

のようにこれまで研究されてきた

のでしょうか。

何かを明らかにしようとか，自

分のテーマはこれだと突き詰めて

考えたことはあまりないんです。

人によっては「私はこれの専門で

す」「これに関しては誰にも負け

ません」ということがあると思う

のですが，私はあまりそういうも

のがありません。「これ面白いな」

と思ったら，まず始めてみるとい

う感じで研究してきました。テー

マにもあまり一貫性はありませ

ん。手近なものに興味があってそ

れについて何か説明したい・理解

したいというのが根本にあるのか

なと思います。また大体 2 ～ 3

年やると飽きてしまうので，2～

3年ごとに全く違う研究をしてい

る感じがします。

ちなみに，修士論文は最初盲人

のイメージのことを研究していま

したが，途中から健常者のイメー

ジ，イメージ一般のことを始めま

した。そこから今度は空間の把握

について研究を始めたら，脳の左

右差の話が研究との関連で面白か

ったので，博士論文でもそのテー

マで研究しました。

―これからも左右差を基本に，

日常の現象を実験的に検討してい

きたいというお考えですか？

冷静に考えるとそれがいいと思

うんです。でも，なかなかそうも

いかず困っています。全く違うこ

とを始めると，まず自分の知識が

ない。始めたとしても，その研究

領域で合意されているようなこと

を十分知らないために統制が若干

不十分な部分があったりなどとい

うことが，起こったりする。そう

いう意味で非常に損をします。で

も，生産性の追求だけだとあまり

面白くないですからね。そこはほ

どほどに考えてやっています。と

にかく「まぁやってみようか」と

いろいろ始めてしまいます。冷静

じゃないんですね。たぶん。

―先生が考えられる心理学の面

白さや研究のスタンスについて教
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価値基準まで全く違う先生に学べ

たので非常に面白かったと思いま

す。一つの研究室だけで学ぶとい

うのは，どんなに良い先生でも限

界があります。大学院修了後，ポ

スドクで少し異なる領域に行くと

習慣も全く違うので，すごく苦労

することもあると思いますが，そ

れも含めていろいろなところに行

くと見えてくるものがあります。

私が若い頃にもうちょっとやって

おけばよかったと思うのは，もっ

と工場みたいな研究室で生産性を

求められる形で研究することで

す。そういう形は形ですごく良い

部分もあるから，一度経験しとく

とよいかなと思うんです。

―この先，この日常を切り取っ

て研究したいということはありま

すか。

ベイズの推論です。何回聞いて

も全然よく分からないんです。そ

の理論的な仕組みはいいとして，

何で自分はこんなに分からないの

かということに興味があります。

いろいろ調べたりしているけど，

なかなか形に落とし込めない難し

さがある。その他にも，レストラン

のフードメニューの並び方でどうい

うふうに注文が変わるのかなど，研

究したいことはたくさんあります。

―これから心理学をやろうとす

る人，若手の研究者に向けてのメ

ッセージをお願いします。

大学院生・若手の人は，それは

自分の専門じゃないから，口出せ

ることじゃないからといってあま

り手を広げなかったり何かモノを

言わなかったりしますが，そうい

うのはよくない。立場とかをあま

り気にしないほうがいいなと思い

ます。少なくても研究の場では空

気を読むなんて不要です。自分は

若輩者だからとか，この分野は素

人だからと消極的になったり，も

うちょっと調べてから発表をなど

と言っていたら，多分何も出せな

の体験談を聞いたりすることがで

きます。

また私自身，大久保先生が仰っ

ていたように目上の先生方に質問

したりすることは恐れ多いと尻込

みしてしまいがちですが，知識だ

けでなく先生の考え方を知る機会

を逸することになり，本当にもっ

たいないことだと思いました。今

回のインタビューは，今までの自

分の環境を見つめ直し，そこでの

自分の振る舞い方を考える大きな

きっかけとなりました。

現在の研究との出会い

心理学との出会いは偶然でし

た。同級生の 9 割は臨床心理士

になる夢を持って大学に入学して

いましたが，私はそうではなく，

かといって研究者になることも考

えていませんでした。転機は，卒

業論文のテーマを決める参考に

と，当時のゼミの先生が紹介して

くださった本との出会いでした。

「赤ちゃんでも顔を区別すること

ができる」ということにとても興

味を惹かれたのです。もともと赤

ちゃんや子どもが大好きだったこ

ともあり，赤ちゃん研究の世界に

足を踏み入れました。そこから現

在も赤ちゃんの顔認知能力，特に

人物を処理する能力の発達につい

て，近赤外分光法（NIRS）を用

いた脳活動計測から検討を続けて

います。私たちが赤ちゃん研究を

続けることで，お子さまをお持ち

のご家族の方や保育・医療の現場

で赤ちゃんに接している方々が

日々感じている赤ちゃんの不思議

や疑問を解決する一助となればと

思っています。

い。もちろん適当なもの出してい

いとは言わないですが，自分なり

にきちんと突き詰めたのなら，ど

んどん出すべきだと思います。日

常でも積極的になるべきです。議

論や論文執筆にも当てはまります

が，若い人はポジション的なもの

を考えすぎのような気がします。

それから批判されることを怖がっ

ている部分が多い。他人の話なん

て 20パーセント程度聞くくらい

の心持ちでいいんじゃないかなと

思います。

■インタビュアーの自己紹介

インタビューを終えて

大久保先生にインタビューさせ

ていただいて心に残ったのは，

「若いときこそいろいろな場所で

研究することで得られる経験の大

きさ」と「若手研究者のスタンス」

でした。先生や研究室ごとにさま

ざまな慣習や考え方があり，取り

組み方は違いますが，それに触れ

ることは非常に大切だと改めて思

いました。自分の研究に対する考

え方などの根幹はしっかり持って

いる必要があると思いますが，そ

れだけに囚われていたら一つの視

点や考え方に凝り固まり，新しい

視点や物事を多角的に捉える柔軟

性を失うように思うからです。私

自身はまだ現在所属している研究

室が二つめで，いろいろな場所で

の研究を経験しているわけではあ

りません。しかし両研究室ともに，

他大学や他の研究室を経ていらし

たポスドクの先輩方がたくさんい

らっしゃり，研究に対してコメン

トをいただくだけではなく，先輩

この人をたずねて
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